
中南米地域：「中小企業・地場産業活性化」コース

1．コースリーダー活動
1) KITAとの縁
　　2001年、56歳での独立を目指してTOTO（株）を早期退職しました。KITAとは、テーマ“TOTO生産改革活動（トヨタ生産方式を
ベースにした工場の自動化）”で研修コースの講師として深い関係がありました。しかも、そのテーマ活動は、日経新聞の「全国優秀
先端事業所賞」を受賞し、その責任者でもありました。そのような縁から、退職後にKITAを訪問すると当時の水野理事長よりCL
（コースリーダーの略）の要請を受け、翌年から正式にCL業務がスタートしました。
2) CLとしての実践活動
　　研修コースは、6コースを担当し19年間で開催したコース数は41回、参加国48か国、参加研修員約380名です。そして、新規
開拓した４コースは、現在も継続されています。中南米及びアフリカ地域の
多くの国々の研修員の皆さんと接してきましたが、日本の研修を活かして自
国の発展に貢献していると確信しています。
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　フィリピン・ダバオ市において都市廃棄物の減量を目的としたJICA草の根プロジェクトが2017年に開始
され、本年3月で終了しました。プロジェクトは廃棄物焼却発電施設導入事業に合わせて計画されたもので、
テーマは廃棄物管理組織の強化支援、ごみ減量・分別推進並びにごみ分析技術の移転です。

詳細は本文（8頁）を参照下さい。

～フィリピン共和国ダバオ市における廃棄物管理向上支援プロジェクト～

最終フォーラム参加者

KITA コースリーダー19年間の想い出
３月で定年退職されました三木様から19年間の思い出を語っていただきました。
長い期間、コースリーダーとして研修員を指導され、その教え子である帰国研本年
修員は世界各国で活躍されています。

2．海外現地訪問・講演会開催
1)「ガーナ国：中小企業振興支援プロジェクト」の一環として、行政官の人財育成を目的にJICAから受託した研修事業です。ガーナ
国の貿易産業省副大臣が日本研修を視察し「ブレイクスルー思考」ワークショップに興味を示し、自国でワークショップを開催
して欲しいとの要請を受けガーナ現地での講演会を開催するために２度訪問することになりました。(No.1&2)
2)中南米地域の「中小企業・地場産業活性化」コースの準備及び、「産業と連携した職業訓練」コースのフォローアップのため巡
回訪問しました。(No.3&4)
3)日系社会研修のフォローアップ巡回を主目的として訪問し、テーマ「日系社会の活性化（地域づくりは人づくり）」の講演も4都市
で行いました。聴講参加者は、約220名と盛況で、現地新聞にも大見出しの
“地域活性化の原点を探る”と題して掲載されました。（No.5）

3．まとめ
　企業人生を終えた後、経営コンサルタント業務の一環として19年間に渡りKITAコースリーダーを経験しました。自分自身の世界
観をもって研修員と接してまいりました。元来、人間好きの上、人財育成を中核として大学特任教授、中小企業大学校講師などを在
任してきましたので研修員とのコミュニケーションは非常に良好で、当時の松本副理事長からは“三木ファミリー”と言われていま
した。そのファミリーである帰国研修員とは今でもFacebookや電子メールなどで連絡し合っています。最後に、研修に際してJICA、 
KITA、講師、受け入れ先等の多くの方々に支えられたことを心より感謝申し上げます。

【担当コースの詳細内容】

コース名 研修員参加国数開催回数期間最終年度開始年度区分

TMS（トップマネジメントセミナー）

中小企業・地場産業活性化

中小企業・地場産業活性化

産業と連携した職業訓練

起業家育成・中小零細企業活性化

日系社会研修（地域活性化等）

集団研修

ガーナ

中南米

中南米

アフリカ

中南米

2002年度

2004年度

2007年度

2007年度

2012年度

2007年度

2006年度

2006年度

2015年度

2012年度

2013年度

2019年度

46名

24名

124名

84名

42名

59名

18ヵ国

1ヵ国

13ヵ国

15ヵ国

17ヵ国

8ヵ国

5回

3回

11回

7回

4回

11回

5年

3年

9年

6年

2年

13年

【現地訪問の詳細内容】

No. 時期 訪問目的 訪問国

ガーナ

ガーナ

パラグアイ、ボリビア

チリ、コロンビア

ブラジル（5都市）

JICA本部との研修企画のための現地視察

ガーナ国依頼の「ブレイクスルー思考」講演会開催

中小企業コース研修企画のための事前調査視察

中小企業、職業訓練コースの研修後フォローアップ

日系社会コースの研修フォローアップと講演会開催

1

2

3

4

5

2004年11月

2006年10月

2007年10月

2011年11月

2014年  3月

ごみ分別処理シート作成ワークショップ

サンパウロの日本文化福祉協会の会場には、85名が参加し盛況であった。

三木 義男
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理事長挨拶
－２０１９年度事業報告・２０２０年度事業計画に際し－

　２０１９年度は米中貿
易摩擦、英国のＥＵ離脱問
題、北朝鮮核問題、イラン
経済制裁問題等大きなリ
スクを抱えた年としてス
タートしました。しかしな
がら年末からの新型コ
ロナウイルス感染症の拡
大に伴い、前述の局地的
なリスクを凌ぐ全世界的
な脅威となり、社会、経済
面で甚大な影響が出てい

ます。その為、海外関連事業が主体のＫＩＴＡは事業の実
施が困難な厳しい状況となり、過去にない大きな危機
に直面しています。
　このような環境の中、ＫＩＴＡの２０１９年度評価損益調
整前の経常増減額は約６７０万円の黒字決算となり、３年
連続の赤字は幸い回避できました。これは種々のコスト
削減の効果とともに、数年前から取り組んでいたフィリピ
ンやカンボジアの廃棄物案件等の大型契約により、技術
協力事業収入が前年度より４２００万円増え、約６９００
万円となった事が主な理由です。一方、研修事業は、新型
コロナウイルスの影響もあり約１４００万円の減の1億５
００万円の収入となりましたが、研修事業がＫＩＴＡの収支
に大きく貢献している状況は変わっていません。
　
　続いて、２０１９年度のＫＩＴＡ主事業の推進課題と達
成状況について説明いたします。
＜研修事業＞
　１．研修の更なる充実
　２．新たな研修コース受注に向けた仕組みの構築

　研修の更なる充実に関しては、コースリーダー、受入
企業、講師の皆様のご協力により研修の多様化が進ん
でいます。また研修フォローアップの事業化を実現すべ
くアルゼンチンのKAIZENに関するJICA草の根事業に
応募いたしました。

＜技術協力部＞
　１．国際協力・技術協力の推進
　２．市内企業の海外ビジネス展開に対する積極支援
　３．北九州メンテナンス技術研究会活動の活性化・事業拡大

　東南アジアでの北九州中小企業に対するコンサル
ティング事業が正式契約となり動き始めました。またＪＩ

ＣＡ草の根事業では、アジア低炭素化センターとの連携
によるカンボジア廃棄物案件に事業実施団体として
取り組みました。この様な積極的な活動により、技術協
力事業の収入は過去最大となりました。

　さて、２０２０年度ですが、研修事業では研修コース
数を前年度実績より２コース増の３２コースと計画し
ています。技術協力事業は大型案件の実施がピークを
過ぎ、前年度実績より１8００万円の減の計画であり、
KITAの収支は残念ながら約８６万円の赤字予算とな
りました。しかしながら新型コロナウイルス感染症の
影響によりＫＩＴＡ収支は甚大な影響が出始めており、更
に赤字額が増える見込みです。

　ＫＩＴＡの２０２０年度の事業方針は、２０１９年度方針
をほぼ継続し以下の３本柱としています。
　１．ＫＩＴＡブランド実現に向けた事業力強化・充実
　２．事業運営効率化の一層の推進
　３．公益財団法人運営の確立・透明性・公正性及び情
　　 報公開の徹底

　一つ目の柱の研修事業では北九州立地を活かした
コースの提案と実施を継続して行い、昨年度ＪＩＣＡに提
案をしたアルゼンチン／ツクマン州のＫＡＩＺＥＮ事業の
様なフォローアップ事業を本年度も積極的に検討して
いきます。また技術協力事業ではアジア低炭素化セン
ターと連携してＪＩＣＡ中小企業海外展開事業案件、及びＪＩ
ＣＡ草の根プロジェクト事業を着実に実行していきます。

　二つ目の柱はＫＩＴＡの将来の安定した運営を目指し、
管理業務効率化とコスト抑制に更に力を入れ、取り組
んでいきます。

　三つ目の柱は公益財団法人として、また北九州市外
郭団体として運営の透明性・公正性を強化するととも
に、法令順守に努めます。

　現状はＫＩＴＡ創設以来の危機に直面しています。この
危機を乗り切る為、ＫＩＴＡ関係者には色々な面でご協力
をいただいています。先ずはこの場を借りて感謝申し
上げます。
　この厳しい状況においても創設以来の基本理念を
守り、国際貢献と地域発展を目指して参る所存です。今
後とも皆様方のさらなるご支援・ご協力を宜しくお願
い申し上げます。

北九州国際技術協力協会
理事長　古野　英樹

2019年度／2020年度  理事会・評議員会開催

KITA理事長あいさつ News & Report

Ⅰ．KITA中長期指針

１．KITA財産づくり
2．「KITAらしさ」と「北九州立地の強み」追求

Ⅱ．2019年度事業報告
　下記３つの事業方針を推進した。研修事業はアルゼンチンの研修フォローアップの事業化を応募したが、残念ながら不採
択となった。技術協力事業はＪＩＣＡ草の根事業の実行、市内企業の海外事業展開のコンサルティング支援等で今期は大幅な
収益の増となった。その結果、評価損益調整前の経常増減額は約６７０万円の黒字となった。

1．KITAブランド実現に向けた事業力強化・充実
⑴研修ブランド・・現地ニーズ把握からアウトカムフォロー
までの確実な遂行

⑵技術協力ブランド・・市内に蓄積された技術・ノウハウを
活かした海外技術協力及び市内企業の海外展開支援

2．事業運営効率化の一層の推進
⑴組織・業務分担の明確化と組織間連携の強化・管理業務

効率化とコスト抑制
⑵システムインフラの有効活用促進と機能充実

3．公益財団法人運営の確立・透明性・公正性及び情報公開の徹底
⑴保護情報の厳守と情報公開の徹底
⑵内閣府、北九州市の外部監査対応関連ドキュメント整備
⑶公益財団法人としての日常マナーの確立

Ⅲ．2020年度事業計画
　研修事業はほぼ2019年並みで計画、技術協力事業は2019年度がピークで2020年度は約18００万円の収益減を見
込む。その結果、評価損益調整前の経常増減額は約８６万円の赤字予算となった。一方、コロナウイルス感染症の影響はＪＩ
ＣＡの本邦研修の延期、技術協力対象国への渡航制限等で2020年度は現事業計画の大幅な変更もあり得る状況で収支
にも大きな影響を与える可能性がある。

1．KITAブランド実現に向けた事業力強化・充実
⑴研修ブランド・・現地ニーズ把握からアウトカムフォロー
までの確実な遂行

　①研修のさらなる充実
　②新たな研修コース受注に向けた仕組みの構築
⑵技術協力ブランド・・市内に蓄積された技術・ノウハウを
活かした海外技術協力及び市内企業の海外展開支援

　①国際協力・技術協力の推進
　②市内企業の海外ビジネス展開に対する積極支援
　③北九州メンテナンス技術研究会活動の活性化・事業拡大

2．事業運営効率化の一層の推進
⑴組織・業務分担の明確化と組織間連携の強化・管理業務
効率化とコスト削減

⑵システムインフラの有効活用促進と機能充実
3．公益財団法人運営の確立・・透明性・公正性及び情報公開の徹底
⑴保護情報の厳守と情報公開の徹底
⑵内閣府、北九州市の外部監査対応関連ドキュメント整備
⑶公益財団法人としての日常マナーの確立
⑷風通しの良い環境作りの実現

1．2019年度
　（1）第2回通常理事会
　　①主要議題：2020年度事業計画並びに収支予算書等の

承認
　　②日　　時：2020年3月12日（木）12：30～14：05
　　③場　　所：千草ホテル

　（2）臨時評議員会
　　①主要議題：2020年度事業計画並びに収支予算書等の承認、
　　 評議員・理事選任
　　②日　　時：2020年3月26日（木）12：30～14：20
　　③場　　所：西日本工業倶楽部

2．2020年度
　（1）第1回通常理事会

　　①主要議題：2019年度事業報告並びに決算報告の承認
令和２年度定時評議員会招集の決定について

　　②日　　時：2020年6月3日（水）13：20～14：45
　　③場　　所：千草ホテル

　（2）定時評議員会
　　①主要議題：2019年度事業報告並びに決算報告の承認
　　 評議員、監事、理事の選任
　　②日　　時：書面決議にて実施
　　③場　　所：書面決議にて実施

　（3）第1回臨時理事会
　　①主要議題：業務執行理事の選定について
　　②日　　時：書面決議にて実施
　　③場　　所：書面決議にて実施
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力事業の収入は過去最大となりました。

　さて、２０２０年度ですが、研修事業では研修コース
数を前年度実績より２コース増の３２コースと計画し
ています。技術協力事業は大型案件の実施がピークを
過ぎ、前年度実績より１8００万円の減の計画であり、
KITAの収支は残念ながら約８６万円の赤字予算とな
りました。しかしながら新型コロナウイルス感染症の
影響によりＫＩＴＡ収支は甚大な影響が出始めており、更
に赤字額が増える見込みです。

　ＫＩＴＡの２０２０年度の事業方針は、２０１９年度方針
をほぼ継続し以下の３本柱としています。
　１．ＫＩＴＡブランド実現に向けた事業力強化・充実
　２．事業運営効率化の一層の推進
　３．公益財団法人運営の確立・透明性・公正性及び情
　　 報公開の徹底

　一つ目の柱の研修事業では北九州立地を活かした
コースの提案と実施を継続して行い、昨年度ＪＩＣＡに提
案をしたアルゼンチン／ツクマン州のＫＡＩＺＥＮ事業の
様なフォローアップ事業を本年度も積極的に検討して
いきます。また技術協力事業ではアジア低炭素化セン
ターと連携してＪＩＣＡ中小企業海外展開事業案件、及びＪＩ
ＣＡ草の根プロジェクト事業を着実に実行していきます。

　二つ目の柱はＫＩＴＡの将来の安定した運営を目指し、
管理業務効率化とコスト抑制に更に力を入れ、取り組
んでいきます。

　三つ目の柱は公益財団法人として、また北九州市外
郭団体として運営の透明性・公正性を強化するととも
に、法令順守に努めます。

　現状はＫＩＴＡ創設以来の危機に直面しています。この
危機を乗り切る為、ＫＩＴＡ関係者には色々な面でご協力
をいただいています。先ずはこの場を借りて感謝申し
上げます。
　この厳しい状況においても創設以来の基本理念を
守り、国際貢献と地域発展を目指して参る所存です。今
後とも皆様方のさらなるご支援・ご協力を宜しくお願
い申し上げます。

北九州国際技術協力協会
理事長　古野　英樹

2019年度／2020年度  理事会・評議員会開催

KITA理事長あいさつ News & Report

Ⅰ．KITA中長期指針

１．KITA財産づくり
2．「KITAらしさ」と「北九州立地の強み」追求

Ⅱ．2019年度事業報告
　下記３つの事業方針を推進した。研修事業はアルゼンチンの研修フォローアップの事業化を応募したが、残念ながら不採
択となった。技術協力事業はＪＩＣＡ草の根事業の実行、市内企業の海外事業展開のコンサルティング支援等で今期は大幅な
収益の増となった。その結果、評価損益調整前の経常増減額は約６７０万円の黒字となった。

1．KITAブランド実現に向けた事業力強化・充実
⑴研修ブランド・・現地ニーズ把握からアウトカムフォロー
までの確実な遂行

⑵技術協力ブランド・・市内に蓄積された技術・ノウハウを
活かした海外技術協力及び市内企業の海外展開支援

2．事業運営効率化の一層の推進
⑴組織・業務分担の明確化と組織間連携の強化・管理業務

効率化とコスト抑制
⑵システムインフラの有効活用促進と機能充実

3．公益財団法人運営の確立・透明性・公正性及び情報公開の徹底
⑴保護情報の厳守と情報公開の徹底
⑵内閣府、北九州市の外部監査対応関連ドキュメント整備
⑶公益財団法人としての日常マナーの確立

Ⅲ．2020年度事業計画
　研修事業はほぼ2019年並みで計画、技術協力事業は2019年度がピークで2020年度は約18００万円の収益減を見
込む。その結果、評価損益調整前の経常増減額は約８６万円の赤字予算となった。一方、コロナウイルス感染症の影響はＪＩ
ＣＡの本邦研修の延期、技術協力対象国への渡航制限等で2020年度は現事業計画の大幅な変更もあり得る状況で収支
にも大きな影響を与える可能性がある。

1．KITAブランド実現に向けた事業力強化・充実
⑴研修ブランド・・現地ニーズ把握からアウトカムフォロー
までの確実な遂行

　①研修のさらなる充実
　②新たな研修コース受注に向けた仕組みの構築
⑵技術協力ブランド・・市内に蓄積された技術・ノウハウを
活かした海外技術協力及び市内企業の海外展開支援

　①国際協力・技術協力の推進
　②市内企業の海外ビジネス展開に対する積極支援
　③北九州メンテナンス技術研究会活動の活性化・事業拡大

2．事業運営効率化の一層の推進
⑴組織・業務分担の明確化と組織間連携の強化・管理業務
効率化とコスト削減

⑵システムインフラの有効活用促進と機能充実
3．公益財団法人運営の確立・・透明性・公正性及び情報公開の徹底
⑴保護情報の厳守と情報公開の徹底
⑵内閣府、北九州市の外部監査対応関連ドキュメント整備
⑶公益財団法人としての日常マナーの確立
⑷風通しの良い環境作りの実現

1．2019年度
　（1）第2回通常理事会
　　①主要議題：2020年度事業計画並びに収支予算書等の

承認
　　②日　　時：2020年3月12日（木）12：30～14：05
　　③場　　所：千草ホテル

　（2）臨時評議員会
　　①主要議題：2020年度事業計画並びに収支予算書等の承認、
　　 評議員・理事選任
　　②日　　時：2020年3月26日（木）12：30～14：20
　　③場　　所：西日本工業倶楽部

2．2020年度
　（1）第1回通常理事会

　　①主要議題：2019年度事業報告並びに決算報告の承認
令和２年度定時評議員会招集の決定について

　　②日　　時：2020年6月3日（水）13：20～14：45
　　③場　　所：千草ホテル

　（2）定時評議員会
　　①主要議題：2019年度事業報告並びに決算報告の承認
　　 評議員、監事、理事の選任
　　②日　　時：書面決議にて実施
　　③場　　所：書面決議にて実施

　（3）第1回臨時理事会
　　①主要議題：業務執行理事の選定について
　　②日　　時：書面決議にて実施
　　③場　　所：書面決議にて実施
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